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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
人
間
兵
器
実
験
　
失
敗
作
連
合
組
合

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
１
１
０
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
世
道
　
楽
普
己

【
あ
ら
す
じ
】

　
人
間
兵
器
の
実
験
を
、
一
般
人
で
試
す
組
織
を
壊
滅
す
べ
く
、
あ
る
グ
ル
ー

プ
が
動
き
出
す
。

グ
ル
ー
プ
の
名
は
、
元
の
（
Ｍ
）
体
に
（
Ｋ
）
戻
ろ
う
（
Ｍ
）
で
Ｍ
Ｋ
Ｍ
。

今
、
二
人
の
中
学
生
が
、
元
の
体
に
戻
る
た
め
、
本
当
の
力
を
発
揮
す
る
。
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第
１
話
　
始
ま
り

こ
こ
は
、
創
立
４
０
周
年
を
迎
え
た
平
陽
中
学
校
。

し
か
し
、
周
り
か
ら
は
不
思
議
中
学
校
と
言
わ
れ
、
避
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の

せ
い
か
、
最
近
生
徒
数
が
減
っ
て
き
た
。

な
ぜ
な
ら
、
１
０
年
に
一
度
、
こ
の
学
校
に
不
思
議
な
出
来
事
が
起
き
て
い
る

か
ら
だ
。

最
初
の
犠
牲
者
は
、
創
立
１
０
周
年
記
念
式
典
の
最
中
に
、
５
人
も
同
時
に
倒

れ
、
全
員
死
亡
し
た
。

そ
の
１
０
年
後
、
生
徒
が
鳥
に
な
る
と
い
う
、
謎
の
現
象
が
起
こ
っ
た
。

そ
し
て
、
３
０
周
年
記
念
の
と
き
、
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
、
樹
齢
１
０
０

年
の
桜
が
燃
え
た
。
し
か
し
１
０
日
後
に
、
綺
麗
な
も
と
の
姿
で
、
校
庭
に
生

え
て
い
た
。

そ
し
て
、
今
日
が
創
立
４
０
周
年
。

新
た
な
犠
牲
が
増
え
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
１
２
：
３
０

昼
の
弁
当
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
が
終
わ
っ
て
、
お
楽
し
み
の
昼
休
み
が
や
っ
て
き
た
。

ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ

一
人
の
少
年
が
、
階
段
を
か
け
上
が
っ
て
い
た
。
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目
的
地
は
、
最
近
起
き
た
転
落
事
故
が
原
因
で
、
立
ち
入
り
禁
止
に
な
っ
た
、

屋
上
だ
。

転
落
し
た
少
年
は
、
運
良
く
陸
上
部
の
運
ん
で
い
た
、
高
跳
び
の
マ
ッ
ト
の
上

に
落
ち
て
助
か
っ
た
が
、
校
長
の
判
断
で
、
立
ち
入
り
禁
止
に
な
っ
た
。

ド
ア
見
え
て
き
た
。

少
年
は
思
い
っ
き
り
ド
ア
を
開
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
ド
ン

何
か
と
ぶ
つ
か
っ
た
。

「
痛
っ
」

ぶ
つ
か
っ
た
の
は
、
昼
寝
を
し
て
い
た
少
年
だ
っ
た
。

「
あ
っ
、
ご
め
ん
」

何
気
な
い
言
葉
を
か
け
て
、
二
人
は
昼
寝
を
始
め
た
。

二
人
に
、
不
幸
な
人
生
が
迫
っ
て
い
る
と
も
知
ら
ず
に
。

目
が
覚
め
た
。

パ
ト
カ
ー
の
サ
イ
レ
ン
の
音
で
。

悲
鳴
も
混
じ
っ
て
い
る
。

ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド

何
か
が
迫
っ
て
く
る
。
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ド
ア
が
開
い
た
。
そ
の
瞬
間
、
入
っ
て
き
た
男
に
心
臓
を
、
銃
で
撃
ち
抜
か
れ

た
。

二
人
は
、
そ
の
場
に
た
お
れ
こ
ん
だ
。

意
識
が
だ
ん
だ
ん
遠
く
な
っ
て
い
く
。
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第
２
話
　
遠
藤
死
す

被
害
者
は
、
最
初
か
ら
屋
上
に
居
た
少
年
、
千
葉
　
沙
汰
と
、
階
段
を
か
け
上

し
ょ
う
た

が
っ
て
い
た
少
年
、
遠
藤
　
竜
御
だ
。

り
ゅ
う
ご

千
葉
の
目
が
覚
め
た
。

「
助
か
っ
た
。
」

千
葉
は
、
安
心
と
共
に
、
体
に
異
変
が
あ
る
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。

隣
の
ベ
ッ
ド
に
は
、
遠
藤
ら
し
き
人
が
寝
て
い
た
。

顔
に
は
白
い
布
が
被
さ
っ
て
い
る
。
　

ど
う
や
ら
、
助
か
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

す
る
と
、
病
室
に
医
師
が
入
っ
て
き
た
。

「
い
や
ー
千
葉
さ
ん
。
奇
跡
で
す
よ
。
」

「
何
が
？
」

千
葉
が
問
う
。

「
心
臓
を
銃
弾
が
貫
通
し
た
は
ず
な
の
に
、
心
臓
の
傷
が
治
っ
て
い
る
ん
で
す

よ
。

君
、
何
か
特
殊
な
能
力
を
持
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

あ
れ
か
ら
何
か
、
体
に
異
変
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？
」
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千
葉
は
、
医
師
の
質
問
に
少
し
当
て
は
ま
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

「
そ
う
い
え
ば
、
何
か
体
が
変
な
ん
で
す
よ
ね
。

何
か
体
に
も
う
一
人
、
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
よ
ね
。
」

す
る
と
、
千
葉
の
右
手
か
ら
顔
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

「
ギ
ャ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」

千
葉
の
悲
鳴
が
病
室
に
響
く
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
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